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医療費適正化を目指した保健事業の具体的展開
DATA
HORIZON

短
期
で
効
果
の
あ
る
施
策

１. 医療費の伸びが大きく、医療費が高額な疾病への対策

２．重複・頻回受診者、生活習慣病放置者等への適正受診に向けた訪問指導
３．特定健診データとレセプト情報との参照による受診勧奨
４．併用禁忌・回避医薬品処方情報の提供

※レセプト分析により各事業のPDCAサイクル（計画・行動・評価・改善）が可能

【期待される効果】
①保健事業の実施の財源確保
②医療費の適正化 ⇒ 保険料率の引き上げの抑制

ジェネリック医薬品の使用促進通知

現
状
把
握

中
長
期
で
効
果
の
あ
る
施
策

レセプト情報の活用による医療費分析

訪問指導・重症化予防など各種保健事業

・生活習慣病等で長期にわたって服用し続けなければならない医薬品等について、切り替え
可能なジェネリック医薬品の情報を被保険者に提供

○糖尿病性腎症が重症化し人工透析に移行すると、１人当たりの年平均医療費は約５００万円
→糖尿病の危険因子や腎機能障害が進行している人を早期に把握し、生活習慣病の危険
因子の重複化や疾病の重症化を予防することが必要



1億2,700万人
日本の総人口

1,320万人
糖尿病予備軍

890万人
糖尿病

2,210万人

（人数については、厚生労働省 平成19年度国民健康・栄養調査、平成14年度糖尿病実態調査より）
※「国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針等の一部改正について」（2009年3月31日保発第0331013号）
「健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針等の一部改正について」（2009年3月31日保発第0331014～6号）

日本全体の糖尿病関連医療費は、
明らかなものだけで2兆円！

通院者（490万人）

重症・
合併症

低
リ
ス
ク４9０万人の通院者

非専門医に390万人が通院

高
リ
ス
ク

三次予防
（重症化予防）

一次予防
（保健指導）

失明 3,000人、
透析 10,000人が増加！

患者一人当たり年間医療費 数百万円～

非通院者（400万人）

二次予防
（受診勧奨）

専門医(４千人)に100万人が通院

年間に、

DATA
HORIZON

ヘルスケアやまとが求められる背景

【 日本における糖尿病の現状 】

2008年度
厚労省通知※

保険者による重症
化予防が可能に
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糖尿病早期腎症の重症化予防の効果DATA
HORIZON

患者数 約100人
医療費 約500万円/人/年
100人×500万円＝5億円

患者数 約240人
医療費 約50万円/人/年
240人×50万円＝1億2,000万円

患者数 約1,110人
医療費 約25万円/人/年
1,110人×25万円＝2億7,750万円

患者数 約15,000人
医療費 約5万円/人/年
15,000人×5万円＝7億5,000万円

透析療法期(Ⅴ)

腎不全期(Ⅳ)

顕性腎症期(Ⅲ)

早期腎症期(Ⅱ)～合併症なし(Ⅰ)

指導対象

1年間に重症化して次のステージに移行する人数

25人

ステージ別年間医療費

※重症化予防サービス事例におけるデータの10万人規模換算モデルケース（平成22年12月末分析値）

90人

240人

50人を指導した場合の効果

①指導完了者：44人
脱落・指導中止が6人

②生活習慣変容者：30人
生活習慣変容率は70%
44人×70％≒30人

③年度中の透析移行者：0人
透析に至る確率は10％

ステージ別年間医療費を見ればどこから
手を打てばよいかが明確

透析療法期(Ⅴ)
年間総医療費：100人で5億円

早期腎症期(Ⅱ)～合併症なし(Ⅰ)
年間総医療費：15,000人で7億5,000万円
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糖尿病重症化予防進め方DATA
HORIZON
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データ
ホライゾン

保険者

医師会

かかりつけ医

患者

保健指導
実施会社

レセプト・健診データ・各種マスタの提供

協力
お願い

情報周知

面談・電話
で指導

検査データ
提供

実施結果の報告

糖尿病患者
抽出

指導結果
報告

(２)「糖尿病等重症化予防プログラム」のご案内

(３)糖尿病等重症化予防プログラム参加同意書

(１)糖尿病性腎症等重症化予防事業
についてご協力のお願い

(４)指導内容の報告

(５)生活指導内容の確認書

※

実
際
は
保
健
指
導
実
施
会
社
が
代
行
し
ま
す



糖尿病性腎症重症化予防サービスアンケートの結果DATA
HORIZON

当プログラムは患者
に必要だと思いますか？

必要

73%

どちらとも
言えない

7%

・多くの医師は患者にとってプログラムが「必要」と回答しており、プログラムの意義と実践を評価
・「血糖・血圧管理が不良で腎機能低下のリスクが高い対象者を抽出しプログラム開始する方がよい」
などの意見も寄せられ、更なるプログラムの充実を求められている。

・看護師との連携は、64.3％の医師が良好であったことを評価

大変必要
20%

医
療
機
関
か
ら
の
評
価

患
者
か
ら
の
評
価

当プログラムは診療に
貢献しましたか？

役立った

64%

大変
役立った

15%

どちらとも
言えない

14%

あまり役立
たなかった

7%
呉
市
の
医
療
機
関
・患
者
の
双
方
か
ら
高
評
価
！

必要

79%

大変必要
14%

事業として必要と思いま
すか？

どちらとも
言えない

7%

良かった

79%

大変良かった
14%

どちらとも
言えない

7%

当プログラムに参加して
どうでしたか？

・「自分１人では閉じこもるので、看護師が定期的に連絡して相談してく
れるのはよい。」「自分を見直すにも良い。」

・「記録を見てくださる人がいて、長続きできる。」
・「元気であるための日々の生活習慣についての動機づけ・意識づけ
が出来たことはとても良かった。」

・「腎臓の機能、検査結果の数値の意味及び健全な日常生活の必要
性を改めて確認する事が出来た。」

・「無理のない範囲で一緒に目標設定をしてくれるのが励みになった。」
・「なかなか数値が良くならなくても辛抱強く一緒に考えてくれることが
良かった。」
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サービス名 サービス概要 効果額・指導対象者数 ※

保
健
事
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

糖尿病
重症化予防

糖尿病の重症化を防ぐことで対象者のQOLを維持し、
同時に医療費の高額化を防ぐサービス

指導実施定員
22年度 50名/年
23年度 70名/年

透析移行者： 0名

受診勧奨指導
生活習慣病や健診異常値などを放置している対象者に
受診勧奨を行うサービス

放置者受診勧奨 136名
治療中断者受診勧奨 330名

頻回受診者指導
医療機関の受診回数が多すぎると思われる対象者に指
導を行うサービス

指導対象者数 187名
医療費削減額 1,400万円

重複受診者指導
同一疾患で複数の医療機関にかかっている対象者に
指導を行うサービス

指導対象者数 15名
医療費削減額 125万円

重複服薬
対象者指導

同じ薬の処方が同一月に複数ある対象者に服薬の指
導を行うサービス

指導対象者数
175名

薬剤併用禁忌
対象者抽出

薬の飲み合わせに問題があると思われる対象者を抽出
するサービス

情報提供対象件数
98件

ジェネリック医薬品通知
服用している薬をジェネリック医薬品に切り替えることを
勧めるサービス

薬剤費削減額
1億1400万円/年

医療費分析 当該年度の保健事業の評価分析及び次年度の事業計画策定案をご提示するサービス

「ヘルスケアやまと」サービスの概要と呉市における実績DATA
HORIZON

※効果額・指導対象者数は呉市（被保険者数56,000人）の平成22・23年度実績より算出しています。

呉市の被保険者数

被保険者数：56,000人

フルアウトソーシングでサービスを提供します。
費用対効果の見える保健事業 。
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ジェネリック医薬品通知サービスにおける切替率の実績DATA
HORIZON

診療月
通知
回数

累計
通知者数

累計
切替者数

切替率

平成20年7月 1回 2,970 897 30%
平成20年8月 2回 6,427 1,815 28%
平成20年9月 3回 9,594 2,862 30%

平成20年10月 4回 11,528 3,448 30%
平成20年11月 5回 11,772 5,496 47%
平成20年12月 6回 11,899 6,079 51%
平成21年1月 7回 11,978 6,520 54%
平成21年2月 8回 12,183 6,906 57%
平成21年3月 9回 12,405 7,299 59%

平成21年11月 17回 16,430 10,432 63%
平成21年12月 18回 16,813 10,830 64%
平成22年1月 19回 17,152 11,176 65%
平成22年2月 20回 17,540 11,572 66%
平成22年3月 21回 17,940 12,015 67%
平成22年4月 22回 18,281 12,447 68%
平成22年5月 23回 18,637 12,790 69%

平成22年6月 24回 18,896 13,123 69%
平成22年7月 25回 19,250 13,445 70%
平成22年8月 26回 19,555 13,747 70%
平成22年9月 27回 19,909 14,057 71%

平成22年10月 28回 20,160 14,368 71%
平成23年10月 40回 23,069 17,398 75%
平成23年11月 41回 23,069 17,602 76%
平成23年12月 42回 23,475 17,858 76%
平成24年1月 43回 23,475 18,044 77%

30%

51%

61%
64%

69%
75%

77%

0%
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70%

80%

90%

1回 6回 12回 18回 24回 36回 43回

呉市における切り替え率推移

通知開始２年後(24回目の通知)には
累計通知者の約70％が切替を行いました。
現在では80％近くが切替を行っています。

呉市における、平成20年7月から平成24年1月までの、累計切替者数の推移です。
呉市では、切替による効果の高いと思われる対象者約3,000人に毎月通知を行って来ました。

※ 切替率：累計切替者数÷累計通知者数

毎月連続通知により
切替率が増加！

年間薬剤費削減額
平成23年度実績
約１億２千万円

(見込み)

通
知
を
継
続
す
る
事
に
よ
り

累
計
切
替
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

通
知
開
始
２
年
後
に
は
累
計
通
知
者
の

約
７
０
％
が
切
替
を
行
い
ま
し
た
。
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ジェネリック医薬品差額通知サービス実績DATA
HORIZON

保険者 保険者数 被保険者数
レセプト

処理件数

健康保険組合 26組合 184万人 約78万件/月

国民健康保険
107保険者

（うち連合会6県）
160万人 約195万件/月

協会けんぽ 全国47支部 3,500万人 約1,432万件/年

後期高齢者医療

広域連合
3広域連合 39万人 約75万件

豊富な通知実績（2012年3月時点）

豊富な実績と経験から、高品質なジェネリック医薬品差額通知事業を
ご提供いたします。


